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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成31年2月14日(2019.2.14)

【公表番号】特表2018-506150(P2018-506150A)
【公表日】平成30年3月1日(2018.3.1)
【年通号数】公開・登録公報2018-008
【出願番号】特願2017-537280(P2017-537280)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｍ   4/06     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ   6/06     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ  12/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｍ    4/06     　　　Ｔ
   Ｈ０１Ｍ    6/06     　　　Ｃ
   Ｈ０１Ｍ    4/06     　　　Ｕ
   Ｈ０１Ｍ   12/06     　　　Ｄ
   Ｈ０１Ｍ   12/06     　　　Ｇ

【手続補正書】
【提出日】平成30年12月27日(2018.12.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　亜鉛系粒子を含むアルカリ電池セル用の負電極であって、前記電極中の総亜鉛に対して
２０重量％未満の前記亜鉛系粒子が、約１５０マイクロメートルよりも大きい粒径を有す
る、負電極。
【請求項２】
　前記亜鉛系粒子は、約１．８５～約４．１５のアスペクト比、少なくとも１．５の真円
度及び約２．４０ｇ／ｃｍ3～約３．１５ｇ／ｃｍ3の見かけ密度の１つ以上を有する、請
求項１に記載の負電極。
【請求項３】
　前記亜鉛系粒子は、約１００マイクロメートル～約１３０マイクロメートルの平均粒径
を有する亜鉛合金粒子である、請求項１に記載の負電極。
【請求項４】
　前記電極中の総亜鉛に対して約２０重量％～約４５重量％が、約７５マイクロメートル
よりも小さい粒径を有し、前記電極中の総亜鉛に対して約１重量％～約１０重量％が、約
４５マイクロメートルよりも小さい粒径を有し、前記電極中の総亜鉛に対して約１０重量
％～約２０重量％が、約１５０マイクロメートルよりも大きい粒径を有する、請求項１に
記載の負電極。
【請求項５】
　ゲル状負極である、請求項１～４のいずれか１項に記載の負電極。
【請求項６】
　請求項５に記載のゲル状負極であって、
　　ゲル化剤と、
　　水酸化物材料を含むアルカリ電解質と、
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　　界面活性剤と、をさらに含む、ゲル状負極。
【請求項７】
　４０％未満の水酸化物含有量を有する、請求項６に記載のゲル状負極。
【請求項８】
　アルカリ電気化学セルであって、
　　正集電体と、
　　前記正集電体と接触する正極と、
　　負集電体と、
　　前記負集電体と接触する負極であって、亜鉛系粒子を含むゲル状合剤を含む、負極と
、を備え、
　　　前記ゲル状負極合剤中の総亜鉛に対して２０重量％未満の前記亜鉛系粒子が、約１
５０マイクロメートルよりも大きい粒径を有し、
　　　セパレータが、前記正極と前記負極との間にある、アルカリ電気化学セル。
【請求項９】
　ガス発生を受ける電気化学セルのガス発生を低減する方法であって、
　　前記セルの活性負極として、亜鉛系粒子を含むゲル状負極を提供することを含み、
　　前記電極中の総亜鉛に対して２０重量％未満の前記亜鉛系粒子が、約１５０マイクロ
メートルよりも大きい粒径を有し、前記電極中の総亜鉛に対して１０重量％未満の前記亜
鉛系粒子が、約４５マイクロメートルよりも小さい粒径を有する、方法。
【請求項１０】
　前記ガス発生は、２．５０～３．０ｇ／ｍｌの見かけ密度の亜鉛系粒子を含む活性負極
を有するセルに対して２０％未満の粗粒子と、総亜鉛電極に対して２０重量％～６０重量
％の粗粒子含有量（＞１５０マイクロメートル）と、を含む亜鉛粉体を有する電池セルに
おいて、約１０％～５０％低減される、請求項９に記載の方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７５】
　他の実施形態は、以下の請求項において記載される。
１．　亜鉛系粒子を含むアルカリ電池セル用の負電極であって、前記電極中の総亜鉛に対
して２０重量％未満の前記亜鉛系粒子が、約１５０マイクロメートルよりも大きい粒径を
有する、負電極。
２．　前記電極中の総亜鉛に対して約１０重量％～約２０重量％の前記亜鉛系粒子が、約
１５０マイクロメートルよりも大きい粒径を有する、上記１に記載の負電極。
３．　前記亜鉛系粒子は、約１．８５～約４．１５のアスペクト比を有する、上記１に記
載の負電極。
４．　前記亜鉛系粒子は、少なくとも１．５の真円度を有する、上記１に記載の負電極。
５．　前記亜鉛系粒子は、約２．４０ｇ／ｃｍ3～約３．１５ｇ／ｃｍ3の見かけ密度を有
する、上記１に記載の負電極。
６．　前記亜鉛系粒子は、亜鉛合金粒子である、上記１に記載の負電極。
７．　前記亜鉛合金粒子は、約１００マイクロメートル～約１３０マイクロメートルの平
均粒径を有する、上記６に記載の負電極。
８．　前記電極中の総亜鉛に対して約２０重量％～約７０％重量の前記亜鉛系粒子が、約
７５マイクロメートルよりも小さい粒径を有する、上記１に記載の負電極。
９．　前記電極中の総亜鉛に対して約２０重量％～約４５重量％が、約７５マイクロメー
トルよりも小さい粒径を有し、前記電極中の総亜鉛に対して約１重量％～約１０重量％が
、約４５マイクロメートルよりも小さい粒径を有し、前記電極中の総亜鉛に対して約１０
重量％～約２０重量％が、約１５０マイクロメートルよりも大きい粒径を有する、上記８
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に記載の負電極。
１０．　ゲル状負極である、上記１～９のいずれか１項に記載の負電極。
１１．　前記電極中の総亜鉛に対して約２０重量％～約４０重量％の前記亜鉛系粒子が、
約７５マイクロメートルよりも小さい粒径を有する、上記１～９のいずれか１項に記載の
負電極。
１２．　ゲル状負極合剤であって、
　　電極中の総亜鉛に対して２０重量％未満の亜鉛系粒子が、約１５０マイクロメートル
よりも大きい粒径を有する、亜鉛系粒子と、
　　ゲル化剤と、
　　水酸化物材料を含むアルカリ電解質と、
　　界面活性剤と、を含む、ゲル状負極合剤。
１３．　前記電極中の総亜鉛に対して約１０重量％～約２０重量％が、約１５０マイクロ
メートルよりも大きい粒径を有する、上記１２に記載のゲル状負極。
１４．　４０％未満の水酸化物含有量を有する、上記１２に記載のゲル状負極。
１５．　２０％～３４％の水酸化物含有量を有する、上記１２に記載のゲル状負極。
１６．　前記水酸化物は、水酸化カリウムである、上記１２に記載のゲル状負極。
１７．　前記界面活性剤は、有機リン酸エステル界面活性剤、ポリエチレングリコールエ
ーテル、エトキシ化アルキルフェノール、牛脂アミン、ジエチレントリアミン、両性界面
活性剤、スルホン化有機酸界面活性剤、硫酸化有機酸界面活性剤、ヘキシル酸化ジフェニ
ルスルホン酸、Ｒｈｏｄａｆａｃ　ＲＭ－５１０、Ｒｈｏｄａｆａｃ　ＲＡ－６００、Ｒ
ｈｏｄａｆａｃ　ＲＳ－６１０、Ｗｉｔｃｏｎａｔｅ　１８４０Ｘ、Ｍａｆｏ　１３　Ｍ
ＯＤ１、またはこれらの任意の２つ以上の組み合わせである、上記１２に記載のゲル状負
極。
１８．　前記界面活性剤は、前記ゲル状負極の重量に対して０．００１０％～０．０４０
％の範囲の濃度において存在する、上記１２に記載のゲル状負極。
１９．　約６００～約３５００の降伏応力値を有する、上記１２に記載のゲル状負極。
２０．　約２５０００ｃｐｓ～約１５００００ｃｐｓの粘度を有する、上記１２に記載の
ゲル状負極。
２１．　アルカリ電気化学セルであって、
　　正集電体と、
　　前記正集電体と接触する正極と、
　　負集電体と、
　　前記負集電体と接触する負極であって、亜鉛系粒子を含むゲル状合剤を含む、負極と
、を備え、
　　　前記ゲル状負極合剤中の総亜鉛に対して２０重量％未満の前記亜鉛系粒子が、約１
５０マイクロメートルよりも大きい粒径を有し、
　　　セパレータが、前記正極と前記負極との間にある、アルカリ電気化学セル。
２２．　ガス発生を受ける電気化学セルのガス発生を低減する方法であって、
　　前記セルの活性負極として、亜鉛系粒子を含むゲル状負極を提供することを含み、
　　前記電極中の総亜鉛に対して２０重量％未満の前記亜鉛系粒子が、約１５０マイクロ
メートルよりも大きい粒径を有し、前記電極中の総亜鉛に対して１０重量％未満の前記亜
鉛系粒子が、約４５マイクロメートルよりも小さい粒径を有する、方法。
２３．　前記ガス発生は、２．５０～３．０ｇ／ｍｌの見かけ密度の亜鉛系粒子を含む活
性負極を有するセルに対して２０％未満の粗粒子と、総亜鉛電極に対して２０重量％～６
０重量％の粗粒子含有量（＞１５０マイクロメートル）と、を含む亜鉛粉体を有する電池
セルにおいて、約１０％～５０％低減される、上記２２に記載の方法。
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